
太田市議会                  令和元年１0 月 2８日(月) 

議長 久保田 俊 様            公明クラブ代表 星野 一広 

 

 

会派行政視察報告書 
 

 

１  日程 

令和元年 10 月 11 日(金) 午前 10 時〜午後３時 

 

 

２  視察先及び視察事項 

千代田区立麹町中学校   「教育改革の取り組みについて」 

 

 

３  参加者     高橋 えみ 

 

 

４、講師 

  千代田区立麹町中学校校長  工藤 勇一 

  2014 年より千代田区立麹町中学校校長着任。麹町中学校に赴任する前は、

新宿区や東京都の教育委員会に在籍。 

 

 

５、研修内容 

◎工藤校長は、「何のために学校があるのか。子どもたちが社会の中で生きてい

くため。学習指導要領をこなすためや、暗記してテストで良い点を取るために学

校があるわけではない。」との考えのもと、教育改革を実施した。 

【教育目標】  

「自律」―自律的に学習し、生活する。  

「貢献」―広い視野に立って、社会に貢献する。  

「創造」―豊かな発想をもち、創意工夫する  

特に「自律」の重要性を掲げる。これからの変化の激しい社会を生き抜くには、

自分で問題を解決し、乗り越えていく力とスキルが欠かせないため。 

 



【麹町中の目指す生徒像】  

①様々な場面で言葉や技能をつかいこなす 

②信頼できる知識や情報を収集し、有効に活用する 

③感情をコントロールする能力 

④見通しをもって計画的に行動する 

⑤ルールを踏まえて建設的に主張 

⑥他者の立場で物事を考える 

⑦目標の合意形成を図り、他者と協働する 

⑧意見の対立や理解の相違を解決 

 

◎麴町中はかつて「番町小→麹町中→日比谷高→東大」が典型的なエリートコー

スとされ、「公立の名門校」といわれていた。近年は中学受験で私立高を選ぶ学

生が増え、希望していた中学に合格できず、挫折感を抱いて麹町中に来る生徒も

少なくない。こうした背景から各学年教育のテーマがある。 

【麹町中の教育】 

第一学年 リセット(リハビリ)する時間 

第二学年 自立・尊重を学ぶ時期 

第三学年 自ら大きく成長する時期 

入学当初は自信をなくしている生徒も多いが、そうした生徒が中学 2 年の 2 泊

3 日の合宿のあたりから、自信を持ち、大きく変わっていく姿がみられる。この

合宿は「スキルアップ宿泊」と名付けられ、企業や大学の協力を得て、与えられ

たミッションの企画を練り、プレゼンを行う。 

この他にも、学校は生き方や思考を学ぶ場として実社会とのつながりを大切

にしている。これは麹町中学校近辺に国会議事堂・各省庁がある事で、一流料理

店や大手 IT 企業の本社が隣接しているという立地条件と共に校長が様々な人脈

を駆使することで実現しているとおもわれる。有名な料理人、元オリンピック選

手に部活動などの場で指導してもらう機会をつくり、また大手 IT 企業の職場に

招き入れてもらい、一流に触れる機会をつり、実社会での思考を学ぶ機会をつく

っている。 

 

◎工藤校長は生徒の自律を重要視し、学校の改革を行った。 

・大人は結構素敵だとおもわせる 

・中学校の使命は社会への出発点に導くこと  

・教職員の納得と信頼を得る  

・まずは“やってみせる” 

・キーコンピテンシーをベースに授業改革 



・脳科学を活用して教育環境や指導方法を改善  

・宿題は自律を奪うとの考えから、宿題は出さず、単元ごとにテストを実施。自

律した学習で「分からない」を「分かる」に変える  

・固定担任制から全員担任制に変革し、「チーム医療」型で生徒に係る 

・各学期の面談は生徒が先生を指名して行う、逆指名制 

・麹中スタイルで協同的に学ぶ  

・制服等検討委員会を立ち上げ、制服を題材に民主主義や市民性を学ぶ  

・社会に出るための必要な力を身に付けさせる  

 

 

６、 所感 

工藤校長の先進的な取り組みが輝いて見えた。全員担任制を導入し、宿題や定

期テストを行わないだけでなく、購買部では人員の募集・面接・登用、仕入れる

商品の内容から仕入れも含め、運営のほとんどを生徒が行っている。また、体育

祭は来た人を楽しませるためのミッションとして行い、修学旅行先も生徒がど

こに行って何を学びたいかを生徒たちがプレゼンし、大手旅行会社のプランナ

ー、保護者を入れて審査し決定している。各部活動では前述した通り、可能な限

り、社会で活躍している方にボランティアで指導をしていただいている。 

多感な時期に自律を学ぶ機会、実社会の思考を学ぶ機会、一流に触れる機会に

恵まれている環境は素晴らしいと感じた。 

また本市でも課題となっている不登校について質問したが、不登校の生徒は

ゼロにはならないが、入学当初より 3 年生になるころには減っている。とのこ

と。 

こういった改革は、千代田区麹町と言う立地と、工藤校長のスキルと人脈がな

ければなかなか実現は難しいと感じるが、工藤校長の基本には生徒の持つ可能

性を信じる強さと、生徒が力を発揮できるまで係わり続ける根気と忍耐を感じ

た。 

 


